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 どうして多摩で映画祭を開催するのか
● 【多摩の社会保障34】 石川 満 
 新型コロナ禍における失業者と生活保護受給者
● 【リポート】 渡辺美恵（NPO法人 生活企画ジェフリー理事長） 

 『３・11から10年　東北被災者と西東京市の人びとが紡いだ日々』は町の宝物
  ―市と協働だからできた貴重な記録集―
● 【リポート】 大野 清 （多摩住民自治研究所理事）  

 学校の洋式トイレ率が低いことに驚き、学校教育施設への支出を調べました



【書籍のご紹介】
公立図書館の飛躍を求めて  1
―市民の自立支援と住民自治に貢献する図書館を考える― 
『図書館研究三多摩第11号三多摩図書館研究所　p53～p130』戸室幸治 
     　石川 満（いしかわ・みつる）
【多摩が動く】
どうして多摩で映画祭を開催するのか  4
      TAMA映画フォーラム実行委員会　山口 渉（やまぐち・わたる）
【多摩の社会保障34】
新型コロナ禍における失業者と生活保護受給者  8
     　石川 満（いしかわ・みつる）
【リポート】
『３・11から10年　東北被災者と西東京市の人びとが紡いだ日々』は  14
町の宝物  ―市と協働だからできた貴重な記録集―
      NPO法人 生活企画ジェフリー理事長　 渡辺美恵（わたなべ・みえ）
【リポート】
学校の洋式トイレ率が低いことに驚き、  18
学校教育施設への支出を調べました
      多摩住民自治研究所理事　 大野 清（おおの・きよし）
【タマの風 vol.95】
3・11から十年 ⑤震災と時間  22
      東京工科大学准教授・「緑の風」編集員　神子島 健（かごしま・たけし）
活動報告    25

巻末付録　『新しい憲法  明るい生活』〔憲法普及会編　1947（昭和22）年5月3日発行〕

【書籍のご紹介】
公立図書館の飛躍を求めて  1
―市民の自立支援と住民自治に貢献する図書館を考える― 
『図書館研究三多摩第11号三多摩図書館研究所　p53～p130』戸室幸治 
     　石川 満（いしかわ・みつる）
【多摩が動く】
どうして多摩で映画祭を開催するのか  4
      TAMA映画フォーラム実行委員会　山口 渉（やまぐち・わたる）
【多摩の社会保障34】
新型コロナ禍における失業者と生活保護受給者  8
     　石川 満（いしかわ・みつる）
【リポート】
『３・11から10年　東北被災者と西東京市の人びとが紡いだ日々』は  14
町の宝物  ―市と協働だからできた貴重な記録集―
      NPO法人 生活企画ジェフリー理事長　 渡辺美恵（わたなべ・みえ）
【リポート】
学校の洋式トイレ率が低いことに驚き、  18
学校教育施設への支出を調べました
      多摩住民自治研究所理事　 大野 清（おおの・きよし）
【タマの風 vol.95】
3・11から十年 ⑤震災と時間  22
      東京工科大学准教授・「緑の風」編集員　神子島 健（かごしま・たけし）
活動報告    25

巻末付録　『新しい憲法  明るい生活』〔憲法普及会編　1947（昭和22）年5月3日発行〕

表紙写真ひとこと
節句の行事は平安時代、もともと武家にあった端午の結句に向けて玄関に幟（のぼり）や旗

指物を飾る風習がはじまりと言われています。また、端午の節句の厄払いに菖蒲を用いるこ

とから別名「菖蒲の節句」と呼ばれ、武家では菖蒲と「尚武」（しょうぶ）とを結びつけ、男児

の立身出世・武運長久を祈る年中行事になったと言います。その後、江戸時代中期ごろには、

商人がこの風習を行うようになり、ある町人が幟の竿頭の招代（おぎしろ）と呼ばれる小旗の

ようなものを中国の登龍門の故事から鯉をかたどったものにかえて掲げたものが広まり、次第

に大型化したものが「鯉のぼり」とされています。（文責・妹尾）
参考：https://www.tougyoku.com/gogatsu-ningyou-option/koi-nobori/koi-nobori-column/koinobori-yurai-2/
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公
立
図
書
館
の
本
質
的
使
命
は
、
「
市
民
の
自

立
支
援
と
住
民
自
治
へ
の
貢
献
」
で
あ
る
べ
き
こ

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
力
作
で
あ
る
。

著
者
の
戸
室
幸
治
氏
は
、
長
年
自
治
体
職
員
と

し
て
社
会
教
育
の
現
場
で
活
躍
し
、
定
年
退
職
後

も
地
元
の
あ
き
る
野
市
を
中
心
に
、
図
書
館
や
地

方
自
治
・
住
民
自
治
等
に
つ
い
て
の
研
究
活
動
や

住
民
の
た
め
の
学
習
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

い
わ
ば
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
活
動
な
ど

の
集
大
成
と
し
て
の
論
文
と
い
え
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

第
一
章
で
は
、
公
立
図
書
館
の
本
質
的
使
命
を

考
え
る
上
で
、
参
考
と
な
る
論
考
と
そ
の
根
拠
と

な
る
図
書
館
法
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
地
方

自
治
・
公
立
図
書
館
・
情
報
公
開
等
を
考
え
る
上

で
参
考
と
な
る
八
つ
の
論
考
に
つ
い
て
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
て
い
る
。
図
書
館
法
に
つ
い
て
は
そ

の
第
三
条
の
規
定
に
つ
い
て
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
書
評
の
最
後

の
と
こ
ろ
で
改
め
て
触
れ
る
。

第
二
章
「
公
立
図
書
館
の
本
質
的
使
命
の
具
体

化
を
求
め
て
」
で
は
、
情
報
公
開
、
市
民
参
加
、

開
か
れ
た
政
府
、
住
民
自
治
等
の
実
現
と
図
書
館

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で

著
者
は
、
東
京
都
公
立
図
書
館
長
協
議
会
の
提
言

に
あ
る
「
地
方
行
政
資
料
の
収
集
と
利
用
に
つ
い

て
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
実

例
と
し
て
は
日
野
市
立
図
書
館
の
市
政
図
書
室
の

実
践
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
現
職
時
代
か

ら
図
書
館
活
動
に
お
け
る
行
政
資
料
の
重
要
性
を

指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
を
再
確
認
す
る
上
で
の
論

点
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
著
者
の
図
書
館

研
究
の
中
で
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
多
摩
地

域
に
限
ら
ず
様
々
な
と
こ
ろ
で
著
者
が
注
目
さ
れ

て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
各
市
に
お
け
る
大
き
な
成
果
―

優
れ
た
条
例
の
実
例
―
と
い
う
こ
と
で
、
多
摩
各

市
の
情
報
公
開
条
例
、
個
人
情
報
保
護
条
例
、
行

政
手
続
条
例
、
自
治
基
本
条
例
、
議
会
基
本
条
例
、

審
議
会
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
、
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
条
例
、
公
文
書
管
理
条
例
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
条
例
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
等
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
多
摩
各
市
は
様
々
な
条
例
に
お
い

て
、
先
駆
的
・
先
進
的
な
面
も
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
条
例
の

在
り
方
と
図
書
館
活
動
の
在
り
方
と
は
深
く
か
か

わ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
的
な
問
題
と
し

て
、
多
摩
各
市
の
図
書
館
は
そ
の
よ
う
な
情
報
を

把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

様
々
な
課
題
が
あ

る
中
で
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
、
大
き
な
課
題
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
今
後
の
目
指
す
べ
き
方
向
―
公

立
図
書
館
の
具
体
的
取
り
組
み
に
向
け
て
―
で
は
、

改
め
て
地
域
資
料
、
地
域
資
料
サ
ー
ビ
ス
の
重
要

性
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
資
料
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
も
参
考
例

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
公
立
図
書
館
で
な
け
れ
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ば
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
在
図
書
館
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
（
財
政
困
難
・
人
員
不
足
・
指

定
管
理
問
題
な
ど
）
が
あ
る
中
で
、
そ
れ
を
突
き

破
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
が
実
現
し
な
い

な
ら
、
さ
ら
に
困
難
さ
が
深
ま
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
多
摩
地
域
は
社
会
教
育
活
動
や
住
民
自
治

活
動
な
ど
で
先
駆
的
取
り
組
み
が
あ
っ
た
地
域
で

あ
り
、
現
在
が
そ
の
好
機
と
と
ら
え
る
著
者
の
視

点
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
例
と
し
て
は
、

二
〇
二
三
年
開
館
予
定
の
多
摩
市
中
央
図
書
館
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

見
続
け
て
い
き
た
い
。

本
論
文
に
つ
い
て
の
評
者
の
感
想
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

ぜ
ひ
著
者
の
戸
室
氏
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
「
自

著
を
語
る
」
等
の
研
究
会
を
多
摩
住
民
自
治
研
究

所
で
開
い
て
ほ
し
い
。
戸
室
氏
は
本
研
究
所
の
長

年
の
会
員
で
あ
り
、
三
多
摩
図
書
館
研
究
所
の
中

心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
本
研
究
所
の
池
上
氏

も
三
多
摩
図
書
館
研
究
所
等
で
講
演
活
動
も
し
て

い
る
。

第
二
に
、
第
三
章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

多
摩
各
市
の
先
進
的
な
条
例
等
に
対
す
る
日
常
的

な
研
究
活
動
が
多
摩
住
民
自
治
研
究
所
と
し
て
不

十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
可
能

に
す
る
た
め
に
は
、
多
摩
市
町

村
の
す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
会
員
・

理
事
を
増
や
す
こ
と
も
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
研
究

所
の
定
款
を
見
て
も
、
こ
の
よ

う
な
研
究
に
こ
そ
、
心
血
を
注

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
。

第
三
に
、
多
摩
市
の
中
央
図

書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
継

続
的
研
究
を
、
三
多
摩
図
書
館

研
究
所
や
多
摩
の
住
民
団
体
な

ど
と
共
同
で
、
本
研
究
所
も
参
画
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ぜ
ひ
理
事
会
等
で
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
多
摩
図
書
館
研
究
所
と
の

共
同
・
協
働
関
係
を
一
層
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
地

方
自
治
体
の
現
場
で
常
勤
職
員
の
削
減
が
進
み
、

図
書
館
司
書
等
の
専
門
職
に
つ
い
て
も
非
常
勤
職

員
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
行

政
の
企
画
や
財
政
を
担
う
職
員
た
ち
の
財
政
至
上

主
義
が
行
政
運
営
の
第
一
（
唯
一
と
も
い
え
る
）

と
な
り
、
社
会
教
育
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
や
そ

の
ほ
か
の
部
門
で
も
専
門
職
集
団
の
立
場
が
相
当

に
弱
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
社
会
教
育
等

の
理
念
や
実
践
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
図
書
館

分
館
等
の
指
定
管
理
の
動
き
も
出
つ
つ
あ
る
。
そ

の
中
で
、
こ
の
図
書
館
法
の
規
定
を
現
実
の
も
の

に
す
る
困
難
さ
を
ど
う
克
服
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
住
民
の
側
か
ら
し
っ
か
り
と
学
び
、
動
き

出
さ
な
い
限
り
、
地
方
自
治
の
担
い
手
で
も
あ
る

は
ず
の
自
治
体
職
員
は
動
か
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
い
に
議
論
を
積

み
上
げ
た
い
。
ま
た
先
進
市
の
実
践
研
究
等
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
研
究
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

緑の風 MIDORI NO KAZE 2021 5

2



（
追
記
）

公
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
法
に
基
づ

い
た
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
。
そ
の
図
書
館
法
の

第
三
条
（
図
書
館
奉
仕
）
で
は
、
そ
の
第
一
に
「
郷

土
資
料
、
地
方
行
政
資
料
、
美
術
品
、
レ
コ
ー
ド

及
び
フ
ィ
ル
ム
の
収
集
等
に
も
十
分
留
意
し
て
」

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
「
一
般
公
衆
の
利
用
に

供
す
る
こ
と
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

公
立
図
書
館
の
行
う
べ
き
こ
と
を
九
項
目
に
示
し

て
い
る
。
各
市
町
村
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住

民
・
自
治
体
職
員
・
議
員
等
は
こ
の
規
定
を
再
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
評
者
も
感
じ
て
い
る
。
著
者
も
繰
り
返
し
そ

の
す
べ
て
の
規
定
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
左
記
に
そ
の
条
文
を
参
考
資
料
と

し
て
掲
載
す
る
。

社
会
教
育
の
現
場
で
働
く
自
治
体
職
員
が
こ
の

条
文
を
知
ら
ず
し
て
現
場
に
立
つ
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。

書籍の紹介

3

図書館奉仕
第三条 図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公

衆の希望に沿い、更に学校教育を援助し、及び家庭教育の

向上に資することとなるように留意し、おおむね次に掲げ

る事項の実施に努めなければならない。

一 郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルム

の収集にも十分留意して、図書、記録、視聴覚教育の資料

その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式

その他人の知覚によつては認識することができない方式で

作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」とい

う。）を収集し、一般公衆の利用に供すること。

二 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備す

ること。

三 図書館の職員が図書館資料について十分な知識を持ち、そ

の利用のための相談に応ずるようにすること。

四 他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の議会に附置

する図書室及び学校に附属する図書館又は図書室と緊密に

連絡し、協力し、図書館資料の相互貸借を行うこと。

五 分館、閲覧所、配本所等を設置し、及び自動車文庫、貸出

文庫の巡回を行うこと。

六 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を主催し、

及びこれらの開催を奨励すること。

七 時事に関する情報及び参考資料を紹介し、及び提供するこ

と。

八 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果

を活用して行う教育活動その他の活動の機会を提供し、及

びその提供を奨励すること。

九 学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡し、協力す

ること。



私
が
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
一
四
年
目
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
定
通
り
に
今
秋
に
映
画
祭

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
が
開
催
で
き
れ

ば
、
第
三
一
回
目
と
な
り
ま
す
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
出
来
事
が
あ
り
、

社
会
情
勢
も
生
活
パ
タ
ー
ン
も
、
自
身
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
も
、
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
こ
こ
ま
で
実
行
委
員
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
一
言
で
表
せ
ば
「
や
り
が
い
を
実
感
し

て
い
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
背
景
や
経
験
を
も

つ
市
民
が
集
ま
っ
て
創
り
あ
げ
る
活
動
に
、
大

き
な
魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

映
画
を
通
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力

映
画
祭
の
魅
力
と
可
能
性
に
つ
い
て
ご
紹
介

す
る
前
に
、
映
画
の
存
在
が
も
た
ら
し
て
く
れ

る
価
値
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
観
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ひ
と
つ
に
は
、
映
画
は
受
け
手
の
解
釈
の
余
白

が
大
き
く
、
観
た
者
同
士
で
感
想
を
述
べ
あ
う

と
、
話
し
合
っ
た
相
手
の
着
眼
点
に
は
っ
と
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
面
白
さ
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
て
、
一
本
の
映
画
か
ら
視
野
を

広
げ
、
相
互
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
が
生
ま

れ
ま
す
。
映
画
の
テ
ー
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
（
ド
ラ

マ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
）
、
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の

仕
事
、
ロ
ケ
地
な
ど
の
切
り
口
か
ら
、
思
い
も

よ
ら
な
い
発
見
と
出
会
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
身
の
経
験
と
重
ね
合
わ
せ

な
が
ら
映
画
の
感
想
を
述
べ
る
方
は
多
く
、
映

画
を
語
る
こ
と
は
「
自
分
自
身
を
語
る
こ
と
」

に
自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
映
画
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
の

で
き
る
場
が
映
画
祭
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
「な
ぜ
映
画
祭
を
や
る
の
か
」
と
問
わ
れ

れ
ば
、
「映
画
館
や
自
宅
で
の
鑑
賞
で
は
味
わ
う

こ
と
の
で
き
な
い
体
験
を
提
供
し
て
地
域
を
豊

か
に
す
る
た
め
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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交
流
と
学
び
合
い
の
場
と
し
て
の
映
画
祭

ー
生
活
の
一
部
に
な
っ
た
取
組
み
の
魅
力
ー

（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
）

山
口
渉



映
画
祭
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
と

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

多
摩
市
を
拠
点
に
毎
年
一
一
月
に
開
催
し
て

い
る
映
画
祭
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
は
、
一
九
九
一
年
に
多
摩
市
市
政
施

行
二
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
が
主
催
団
体
と
な
っ
て
継
続
し
て
い

ま
す
。
当
初
の
願
い
と
し
て
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
多
く
の
方
々
が
移
り
住

ん
で
き
た
地
域
性
か
ら
、
住
民
の
交
流
を
深
め

て
一
体
と
な
っ
て
創
り
楽
し
む
文
化
イ
ベ
ン
ト

に
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

第
一
回
は
複
数
日
に
わ
た
る
映
画
上
映
に
加
え

て
、
映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
氏
や
お
す
ぎ
氏

に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
で
す
が
、
何

度
と
な
く
厳
し
い
局
面
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
主
に
は
規
模
の
大
き
な
開
催
を
継
続
す
る

な
か
で
直
面
す
る
資
金
面
で
の
苦
労
、
会
場
確

保
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
実
行
委
員
自
ら
が
各

方
面
の
協
力
を
得
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
三
〇
年
あ
ま
り
に
映
画
上
映
環
境
に

も
変
化
が
起
き
、
フ
ィ
ル
ム
上
映
が
激
減
し
て

デ
ジ
タ
ル
上
映
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

独
自
の
取
組
み
と
し
て
、
現
在
の
映
画
祭

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
の
柱
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
賞
と
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
賞
は
、
明
日
へ
の
元
気
を
与

え
て
く
れ
る
・
夢
を
み
せ
て
く
れ
る
活
力
溢
れ

る
〈
い
き
の
い
い
〉
作
品
・
監
督
・
俳
優
を
、

映
画
フ
ァ
ン
の
立
場
か
ら
感
謝
を
こ
め
て
表
彰

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
創

設
し
ま
し
た
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
ス
タ
ッ
フ
・

キ
ャ
ス
ト
ら
を
迎
え
て
開
催
す
る
授
賞
式
は
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は
、
〝
日
本
映
画

界
に
新
風
を
送
り
込
む
新
し
い
才
能
の
発
見
〟
を

目
的
と
す
る
中
・
長
編
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
応
募
作
品
（
劇
場
未
公
開
の
中
・

長
編
）
を
実
行
委
員
が
審
査
し
、
最
終
的
に
は

公
募
の
一
般
審
査
員
の
投
票
を
加
味
し
て
グ
ラ

ン
プ
リ
を
選
出
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
を
ス
テ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
と
し

て
商
業
デ
ビ
ュ
ー
し
た
監
督
は
数
多
く
、
映
画

の
創
り
手
の
交
流
の
場
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

映
画
祭
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

で
は
、
上
記
に
加
え
て
映
画
上
映
と
監
督
・
俳

優
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
国

内
外
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
紹
介
し
て

5

TAMA CINEMA FORUMロゴ



い
ま
す
。

趣
味
以
上
・
仕
事
未
満
の

学
び
の
場
（
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
）

映
画
祭
の
開
催
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
、
当
日
運
営
な
ど
は
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
す
る
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
が
主
催
団
体
と
し
て
担
っ
て

い
ま
す
。
実
行
委
員
は
概
ね
五
〇
名
程
度
、
高

校
生
以
上
の
幅
広
い
年
代
の
集
ま
り
で
す
。
根
っ

か
ら
の
映
画
好
き
、
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
ど
、
個

性
豊
か
で
経
験
も
異
な
る
〝
素
人
集
団
〟
で
も

あ
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
月
二
回
ペ
ー
ス
で

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
、
役
割
分
担
な
ど
に
応

じ
て
別
途
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
運
営
に
は
特
色
が
あ
り
、
公

民
館
活
動
的
な
要
素
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
は
一
つ
ひ

と
つ
に
経
験
や
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
基

本
的
に
実
行
委
員
同
士
は
対
等
な
関
係
と
し
て
、

話
し
合
い
（
合
議
）
を
原
則
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
々
の
実
行
委
員
が
活
動
の

意
義
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
周
囲
を
説

得
し
て
生
ま
れ
る
新
た
な
取
組
み
を
通
し
て
自

己
実
現
を
図
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

家
庭
や
職
場
・
学
校
と
は
異
な
る
関
係
の
な

か
で
、
趣
味
以
上
・
仕
事
未
満
の
活
動
を
し
て

い
る
と
い
う
と
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
多
数
の
参
加
者
（
有
料
入
場
者
）
を
迎
え

て
大
規
模
に
開
催
す
る
た
め
、
役
割
に
応
じ
て

責
任
が
生
じ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
一
度
で

も
経
験
す
る
と
ハ
マ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
人
は

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
（
私
も
そ
の
一
人
で
す
。

お
ま
け
に
妻
と
の
出
会
い
は
実
行
委
員
会
で
、

い
ま
は
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
映
画
祭
は
家
族

行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
）
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
し
た
映
画
祭
の
価
値

二
〇
二
〇
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
映
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
の
活
動
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
第
三
〇
回
映
画
祭
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
を
開
催
で
き

た
の
は
、
幸
運
だ
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
細
部
ま
で
慎
重
に
検
討
し

て
確
実
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

難
し
い
課
題
に
対
処
で
き
た
の
も
、
発
言
し
や

す
い
実
行
委
員
会
の
な
か
で
多
角
的
に
ポ
イ
ン

ト
を
洗
い
出
し
て
い
っ
た
か
ら
だ
と
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
併
用
に
挑
戦
し
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
来
場
で
き
な
か
っ
た
遠

方
か
ら
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
組
み
を
継
続

み
ん
な
で
よ
り
よ
い
イ
ベ
ン
ト
を
め
ざ
し
て

話
し
合
っ
た
り
、
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
第
一
歩
と
し
て
非
常
に
大
事
な
経
験
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
映
画
祭
へ
の

参
加
を
通
し
て
体
験
を
共
有
し
、
隣
人
の
存
在

を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
も
、
何
か
の
き
っ

か
け
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
私

は
感
じ
ま
す
。

最
近
は
自
宅
で
映
画
を
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
視

聴
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
や
は
り
大
き

な
会
場
の
空
気
感
を
受
け
止
め
な
が
ら
大
勢
で

笑
っ
た
り
涙
し
た
り
し
て
、
映
画
の
世
界
に
没

入
し
た
い
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
ま
だ
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

徐
々
に
制
約
が
取
り
除
か
れ
て
い
く
こ
と
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

実
は
、
実
行
委
員
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

定
着
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
形
態
も
完

全
に
元
ど
お
り
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
、
前
向
き
に
考
え

て
い
け
ば
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
の
価
値
を
守
り
高
め

な
が
ら
、
工
夫
を
重
ね
て
、
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
映
画
祭
へ
の
取
組
み
を
継
続
し
て
い
き

た
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

7

パルテノン多摩（現在、改修工事のため閉
館）大ホールでの上映の様子



昨
年
四
月
に
第
一
次
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し

各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
第
四
波

の
感
染
者
増
が
止
ま
ら
ず
、
三
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
失
業
者
及
び
生
活
保
護
受
給
者
数
等
の

現
状
を
見
ま
す
。

失
業
者
及
び
実
質
的
失
業
者

（
厚
生
労
働
省
の
発
表
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
一
月
か
ら
本
年
四

月
七
日
ま
で
に
「
解
雇
」
や
「
雇
止
め
」
で
仕

事
を
失
っ
た
人
は
、
見
込
み
も
含
め
て
一
〇
万

四
二
五
人
に
達
し
た
と
厚
生
労
働
省
は
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
で
把
握
で
き
た
人
数
で
あ
り
、
実
際
に
は
さ

ら
に
多
い
と
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
極
め
て
少
な
い
人
数
で
す
。

直
感
的
に
言
っ
て
、
一
桁
少
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
実
質
的
失
業
者
一
四
六
万
人
）

野
村
総
研
に
よ
り
、
今
年
二
月
八
日
か
ら
二

月
一
二
日
の
間
に
全
国
二
〇
～
五
九
歳
の
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
就
業
者
男
女
計
六
万
四
九
四

三
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
で
す
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
の
う
ち
約
三
割

（
二
九
・
〇
％
）
、
男
性
三
割
強
（
三
三
・
九

％
）
が
「
コ
ロ
ナ
以
前
と
比
べ
て
シ
フ
ト
が
減

少
し
て
い
る
」
と
回
答
。
そ
の
う
ち
「
シ
フ
ト

が
五
割
以
上
減
少
し
て
い
る
」
の
は
女
性
四
五
・

二
％
、
男
性
四
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
シ
フ
ト
減
の
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
の
う
ち
、
女
性
の
七
割
強
（
七
四
・
七

％
）
、
男
性
の
約
八
割
（
七
九
・
〇
％
）
が
「
休

業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

調
査
で
は
、
「
シ
フ
ト
が
五
割
以
上
減
少
」

か
つ
「
休
業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
」
人

を
「
実
質
的
失
業
者
」
と
定
義
、
こ
の
調
査
と

総
務
省
の
労
働
力
調
査
を
用
い
て
推
計
し
た
と
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新型コロナ禍における
失業者と生活保護受給者

石川 満

多摩の社会保障 ㉞



こ
ろ
、
二
〇
二
一
年
二
月
時
点
で
全
国
の
「
実

質
的
失
業
者
」
は
女
性
一
〇
三
・
一
万
人
、
男

性
四
三
・
四
万
人
、
計
一
四
六
・
五
万
人
、
直

近
の
二
か
月
で
一
割
強
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
質
的
失
業
者
は
「
完
全
失
業

者
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
二
一
年
二
月
時

点
の
完
全
失
業
者
は
一
九
四
万
人
な
の
で
、
こ

れ
を
足
す
と
三
四
〇
万
人
に
な
り
ま
す
。

（
労
働
力
調
査
）

総
務
省
の
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
二
〇

二
一
年
二
月
分
の
概
要
は
、
表
一
お
よ
び
グ
ラ

フ
の
通
り
で
す
。

こ
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
非
常
勤
職
員
が

前
年
同
月
比
で
一
〇
七
万
人
と
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。

失
業
率
の
推
移
を
見
て
も
、
二
〇
二
〇
年
一

月
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
結
果
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
完
全
失
業

者
の
定
義
で
す
。
以
下
の
三
つ
の

条
件
を
満
た
す
人
の
こ
と
で
す
。

①
仕
事
が
な
く
て
調
査
週
間
中

に
少
し
も
仕
事
を
し
な
か
っ

た
。

②
仕
事
が
あ
れ
ば
す
ぐ
就
く
こ

と
が
で
き
る
。

③
調
査
週
間
中
に
、
仕
事
を
探

す
活
動
や
事
業
を
始
め
る
準

備
を
し
て
い
た
。

完
全
失
業
者
は
一
般
的
な
意
味

で
の
失
業
者
の
氷
山
の
一
角
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
失
職
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
を
す
る

9

・就業者数は6646万人。前年同月に比べ45万人の減少。11か
月連続の減少。

・雇用者数は5983万人。前年同月に比べ43万人の減少。11か
月連続の減少。

・正規の職員・従業員数は3556万人。前年同月に 比べ26万人
の増加。9か月連続の増加。

・非正規の職員・従業員数は2052万人。前年同月に比べ107万
人の減少。12か月連続の減少。

・主な産業別就業者を前年同月と比べると、｢宿泊業，飲食サー
ビス業｣、｢製造業｣、｢サービス業（他に分類されないもの）｣
などが減少。

・完全失業者数は194万人。前年同月に比べ 35万人の増加。1
3か月連続の増加 。

・求職理由別に前年同月と比べると、｢勤め先や事業の都合に
よる離職」が18万人の増加。

・完全失業率（季節調整値）は2.9％、前月と同率。前年同月比
0.5ポイント増。

表1 労働力調査(基本集計)2021年(令和３年)２月分

（出典） 労働力調査(基本集計)2021年(令和３年)２月分結果の概要 （総務省統計局）

https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/tsuki/pdf/gaiyou.pdf



の
を
あ
き
ら
め
た
人
、
専
業
主
婦
（
主
夫
）
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
も
い
ま
す
。
さ
ら
に

前
述
の
野
村
総
研
の
調
査
の
よ
う
に
、
実
質
的

失
業
者
も
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
現
実

に
働
き
に
よ
る
収
入
の
減
少
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
の
数
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、

相
当
数
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

の
よ
う
な
完
全
失
業
者
で
な
い
失
業
者
は

一
般
的
に
完
全
失
業
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
こ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、

私
の
勉
強
不
足
も
あ
り
、
知
り
ま
せ
ん
。
ご
存

じ
の
方
が
い
た
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

総
務
省
労
働
力
調
査
（
詳
細
集
計
）
（
二
〇

二
〇
年
一
〇
月
～
一
二
月
期
平
均
）
を
見
る
と
、

非
労
働
力
人
口
（
働
い
て
い
な
い
人
）
の
う
ち

の
就
業
希
望
者
（
就
業
を
希
望
し
て
い
る
が
、

求
職
活
動
を
し
て
い
な
い
者
）
は
二
四
七
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
①
「
適
当
な

仕
事
が
あ
り
そ
う
に
な
い
」
と
し
た
者
は
八
五

万
人
、
そ
れ
以
外
は
「
健
康
上
の
理
由
の
た
め
」

四
八
万
人
、
「
出
産
・
育
児
の
た
め
」
四
四
万

人
、
「
介
護
・
看
護
の
た
め
」
一
六
万
人
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
業
者
六
六
七
九
万
人
の

う
ち
、
②
追
加
就
労
希
望
就
業
者
は
二
一
五
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
潜
在
的

失
業
者
を
①
＋
②
と
し
た
場
合
、
三
〇
〇
万
人

と
な
り
、
そ
れ
に
完
全
失
業
者
一
九
四
万
人
を

加
え
る
と
、
四
九
四
万
人
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
は
少
な
め
の
推
計
で
す
。
私
た
ち
は
、

病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
働
け
る
、
育
児
や
介

護
を
し
て
い
て
も
働
け
る
、
高
齢
に
な
っ
て
も

働
け
る
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
、
完
全
失
業
者

＋
就
業
希
望
者
＋
追
加
就
労
希
望
就
業
者
の
合

計
は
、
六
五
六
万
人
に
達
し
ま
す
。
こ
れ
が
実

態
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。

所
得
が
減
少
し
て
困
る
の
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
そ
の
家
族
も
困
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
厚
生
労

働
省
発
表
の
数
字
は
あ
ま
り
に
も
誤
解
を
招
く

も
の
、
と
指
摘
で
き
ま
す
。

生
活
保
護
受
給
者

厚
生
労
働
省
の
被
保
護
者
調
査
（
令
和
三
年

一
月
分
概
数
）
の
結
果
の
概
要
は
、
表
二
の
通

り
で
す
。

こ
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
こ
の
一
年
間
で

生
活
保
護
受
給
者
数
は
増
加
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
世
帯
数
が
少
し
増
加
し
て
い
る

緑の風 MIDORI NO KAZE 2021 5
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・被保護実人員は2,049,630人となり、対前年同月
と比べると、19,008人減少（0.9％減）。

・保護率は、1.63％と対前年同月1.64％と比べると、
0.01ポイント減少。

・被保護世帯は1,638,184世帯となり、対前年同月
と比べると、2,522世帯増加（0.2％増）。

・保護の申請件数は20,061件となり、対前年同月と
比べると、1,341件増加（7.2％増）。

・保護開始世帯数は16,072世帯となり、対前年同月
と比べると、1,213世帯増加（8.2％増）。

表２ 厚生労働省 被保護者調査（令和３年１月分概数）

（出典） 生活保護の被保護者調査（令和３年１月分概数） （厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/hihogosya/m2021/dl/01-01.pdf



の
は
、
高
齢
の
単
身
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
失
業
率
は
継
続
的
に
上
昇
（
し
か
し

そ
れ
も
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
）
し
て
い
る

の
も
関
わ
ら
ず
、
ま
た
連
日
マ
ス
コ
ミ
で
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
失
職
や
生
活
困
窮
等
を
報
道
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
生
活
保
護
受
給
者

は
増
加
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
一
部
報
道
で
は
、

コ
ロ
ナ
下
で
生
活
保
護
申
請
・
開
始
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
増
え

た
と
し
て
も
開
始
世
帯
で
対
前
年
同
月
比
で
一

二
一
三
世
帯
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
生

活
困
窮
者
の
大
幅
な
増
加
す
る
と
、
ほ
ん
の
一

部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

多
摩
市
町
村
の
生
活
保
護
世
帯
数
・
人
数
の

表
を
文
末
（
13
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
生
活
保
護
受
給
者
は
全
国
と
同
様

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
の
扶
養
調
査

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
生
活
保
護
受
給

者
が
増
え
な
い
現
状
は
国
会
で
も
議
論
と
な
り

ま
し
た
。

本
年
二
月
四
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
て

田
村
厚
労
相
は
扶
養
調
査
の
現
状
と
緩
和
方
針

等
を
示
し
ま
し
た
。
家
庭
内
暴
力
が
あ
っ
た
場

合
や
親
族
が
高
齢
者
施
設
に
入
居
し
て
い
る
場

合
、
家
族
関
係
が
壊
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
現

在
も
照
会
を
不
要
と
し
て
お
り
、
時
代
や
現
状

に
合
っ
た
形
で
運
用
で
き
る
よ
う
、
「
親
族
と

二
〇
年
間
音
信
不
通
の
場
合
」
は
、
一
〇
年
程

度
と
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
は
二
月
二
六
日

付
、
社
会
・
援
護
局
保
護
課
か
ら
「
扶
養
義
務

履
行
が
期
待
で
き
な
い
者
の
判
断
基
準
の
留
意

点
に
つ
い
て
」
と
い
う
事
務
連
絡
を
発
し
ま
し

た
。
保
護
課
か
ら
の
事
務
連
絡
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
相
当
に
消
極
的
で
す
。
し
か
し
、
生
活
保

護
の
決
定
・
保
護
費
の
支
給
事
務
は
、
国
か
ら

の
法
定
受
託
事
務
で
す
の
で
、
こ
の
事
務
連
絡

の
趣
旨
は
す
べ
て
の
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
十

分
に
留
意
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
主
要
な
部
分
は
次
ペ
ー
ジ

表
三
の
と
お
り
で
す
。

生
活
保
護
法
の
中
で
も
第
二
条
で
「
無
差
別

平
等
」
を
定
め
て
お
り
、
第
四
条
「
保
護
の
補

足
性
」
で
い
う
「
扶
養
義
務
者
の
扶
養
」
と
は
、

夫
婦
関
係
と
親
の
未
成
熟
の
子
（
中
学
生
以
下
）

に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
こ
の
通
知
（
事
務
連
絡
）
を
見
る
な

ら
ば
、
申
請
者
本
人
の
申
し
立
て
を
丁
寧
に
聞

き
、
そ
れ
が
事
実
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
ほ
と

ん
ど
扶
養
調
査
の
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
ケ
ー
ス
記
録
に
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
。

こ
の
よ
う
に
丁
寧
な
面
接
と
ケ
ー
ス
記
録
記

載
を
す
る
な
ら
ば
、
事
実
上
扶
養
調
査
が
省
け

る
こ
と
に
な
り
、
申
請
者
の
権
利
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
（
こ
れ
も
権
利
で
あ
る
）
が
守
ら
れ
、
福

祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
扶
養
調
査
事

務
が
相
当
に
省
力
化
で
き
る
の
で
、
い
い
こ
と

づ
く
め
で
す
。
で
も
、
現
実
の
福
祉
事
務
所
で

そ
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
点
指
摘
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
・
各
都
道
府
県
・
各
市
町
村
と
も
、
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こ
の
扶
養
調
査
の
こ
と
を
正
確
に
記
載
し
て
い

る
Ｈ
Ｐ
は
皆
無
で
す
。
生
活
保
護
の
決
定
は
法

定
受
託
事
務
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、

す
べ
て
の
機
関
で
こ
の
こ
と
を
掲
載
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
の
住
民
・
議
員
の
皆

様
も
、
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
等
の
点
検
と
掲
載
要
請
に
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
市
町
村
が

発
行
し
て
い
る
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
等
に

つ
い
て
も
、
同
様
で
す
。

失
業
者
や
生
活
受
給
者
の

現
状
を
ど
う
考
え
る
か

結
論
か
ら
言
え
ば
、
我
が
国
の
労
働
行
政
、

社
会
保
障
行
政
が
問
題
だ
ら
け
で
、
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
労
働

行
政
と
福
祉
行
政
の
連
携
も
穴
だ
ら
け
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
生
活

困
窮
者
に
対
し
、
無
為
無
策
な
の
で
す
。

労
働
行
政
を
含
め
た
社
会
保
障
の
在
り
方
を

再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
政
府
内
部
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
動
き

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
・
住
民
の
側
か
ら

様
々
な
事
実
を
確
認
し
、
そ
れ
に
即
し
て
政
策

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
研

究
者
の
力
も
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
、
幅
広
い
意
味
で
の
失
業
に
迅
速
に
対

応
す
る
所
得
補
償
制
度
が
必
要
で
す
。
生
活
保

護
法
は
名
称
を
生
活
保
障
法
に
変
え
、
扶
養
義

務
を
求
め
な
い
等
の
日
弁
連
の
意
見
等
も
す
で

に
紹
介
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
年
金
制
度
も
最

低
生
活
を
保
障
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
住
民
の
側
の
学
習

か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

緑の風 MIDORI NO KAZE 2021 5
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１ 改正の趣旨
生活保護法第４条第２項において、扶養義務者の扶養は「保護に優先して行われる」もの

と定められており、「保護の要件」とは異なる位置づけのものとして規定されている。

この意味するところは、例えば、実際に扶養義務者からの金銭的扶養が行われたときに、

これを被保護者の収入として取り扱うこと等を意味するものであり、扶養義務者による扶養

の可否等が、保護の要否の判定に影響を及ぼすものではなく、「扶養義務の履行が期待

できない」と判断される扶養義務者には、基本的には扶養義務者への直接の照会（以下、

「扶養照会」という。）を行わない取扱いとしている。

今般の改正は、この対象者について、今の時代や実態に沿った形で運用できるよう見直し

たものである。

こうした改正の趣旨を踏まえ、各実施機関におかれても、要保護者の相談に当たっては

丁寧に生活歴等を聞き取り、個々の要保護者に寄り添った対応がなされるよう、より一層

配慮されたい。

３ 扶養義務履行が期待できない者の判断基準

① 当該扶養義務者が被保護者、社会福祉施設入所者、長期入院患者、主たる生計維

持者ではない非稼働者（いわゆる専業主婦・主夫等）、未成年者、概ね 70 歳以上の高齢

者など

② 要保護者の生活歴等から特別な事情があり明らかに扶養ができない（例えば、当該扶

養義務者に借金を重ねている、当該扶養義務者と相続をめぐり対立している等の事情があ

る、縁が切られているなどの著しい 関係不良の場合等が想定される。なお、当該扶養義

務者と一定期間（例えば10 年程度）音信不通であるなど交流が断絶していると判断される

場合は、著しい関係不良とみなしてよい。）

③ 当該扶養義務者に対し扶養を求めることにより明らかに要保護者の自立を阻害するこ

とになると認められる者（夫の暴力から逃れてきた母子、虐待等の経緯がある者等）

（下線は筆者によるもの）

表３ 厚生労働省 扶養義務履行が期待できない者の判断基準の留意点について

https://www.mhlw.go.jp/content/000746078.pdf
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多摩市町村の生活保護世帯数・人数（東京都福祉保健局福祉行政統計、2021年１月）

資料：(a)総務局統計部、(b)生活福祉部保護課
保護率の単位は‰（パーミリ）


